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The purpose of this study is to clarify the regional history of Kagai in Kudan and Kanda, focusing on the 
transition of Sangyo (three type businesses in Kagai) and the business supporting them. By the literature study the 
3 maps in 1922, 1930, 1960 were drawn, and the transition of each Kagai was discussed. Based on the hearing to 
the concerned persons, the relations among Sangyo and the supporting businesses are shown and their transition 
was discussed. 
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１． はじめに 
(１）研究の背景と目的 
近年，花街は文化的や伝統的な価値があるとして評価
されるようになった．東京では最盛期には 50 箇所近くあ
った花街 1)が，現在では 6 箇所を残すのみとなっておりそ
の最盛期を想像することは難しい．現存する花街では建
築物等の保存に向けた取組みが行われているが，それ以
外の場所では今まさに取り壊しが進みつつある． 
本研究の対象とする千代田区にもかつて九段・神田地
区の 2 箇所に花街が存在していたが，両者ともにその看
板を下ろしている．いわゆる花街建築と呼ばれるものは
ほとんど残っておらず，その面影も見つけにくい．また，
花街に関連する文献に目を向けると九段，神田地区に関
する記述はあるものの取り扱いは他の花街と比較し非常
に小さく，花街があったという認知度は低い．関係者の
高齢化が進んでいること，花街の性質上あまり話が公に
出ないことから，語り継ぐ人が少なく地域史が今後失わ
れていくことが危惧される． 
地域史を保存していくためには，花街の概要，三業の
分布など，過去から現在に至る地域の変遷を明らかにす
ることが重要であると考える．そこで本研究では，以下
の 2 点を目的とする．①九段，神田地区を対象とし，花
街の沿革と三業の分布を整理する．②花街と地区の関係
について，花街と一般業種との連携という観点から考察
を行う． 
 
 
 
（２）既往研究と本研究の位置づけ 
建築学・都市工学の分野から花街に焦点をあてた研究
には，花街の成立に係わるもの，実態に係わるもの，保
存に係わるものなど多岐に上る．なかでも西村ら 2)による
研究では，東京区部に存在していた花街 46 箇所を対象に
花街の成立を地理的要因と社会的要因から分析し，東京
の花街の成立を知る上で欠かせないものとなっている．
また花街の基礎的な情報を整理している研究として久保
ら 3)の研究が挙げられる．これは現存する新潟県の古町の
花街を対象に花街の歴史を整理した上で建築物の用途の
変遷を網羅的に調査し考察を行ったものである．他の同
様の研究においても営業が現在まで続けられている花街
が対象となっている．着目の範囲は，研究の目的により
異なっており，花街を有する都市または地区，街区，建
築物となっている． 
しかし，花街を含むその周辺の地区まで扱い，花街と
その周辺との関係性について明言されているものはほと
んどない．そのため，地区との連携という観点から花街
を捉え，今まで言及されてこなかった花街の一面を明ら
かにしたい． 
本研究は，現存しない花街を取り扱う点，花街とその
周辺の地区を研究の対象とした上で，花街とそれを支え
る業種間の連携を明らかにすることによって，花街とそ
の周辺の地区の関係について論じる点に新規性がある． 
4-2 
 
（３）研究の対象 
花街はその定義が曖昧であり，しばしば花街と遊廓と
の違いについて語られてきた．本研究の対象とする花街
は，売買春が行われていた娼妓が住する遊廓ではなく，
芸事を楽しむことができる芸妓中心の場所である．また，
花街を形成する三業とは料理屋，待合，芸妓置屋を指す
（図１，表１）．なお，戦後は風俗営業法の制定により，
料理屋と待合が統一され料亭となり，二業となっている． 
 
（４）研究の方法 
はじめに文献調査とヒアリング調査を実施し，各花街
に関する情報を整理し沿革を確認する．次に三業に関す
る分析として，文献調査の結果から対象年代の明治期か
ら現在に至るまでの期間のうち 3時点で復元図を作成し，
二業ないし三業の分布と変遷について考察を行う．さら
に，三業を支える業種に関する分析として，花街と一般
業種の連携について概念を提示し，それらの分布と変遷
を確認しながら考察を行う． 
 
２． 調査方法 
（１）文献調査 
明治期から現在に至るまでに発行された文献を対象に，
①花街全般について記載されているもの ②九段，神田周
辺について記載があるものについて収集した．収集した
文献は，地図・住宅地図，名鑑・名簿，書籍，区史，町
会誌の 5 種類，計 39 点であった． 
（２）ヒアリング調査 
ヒアリング調査は，九段あるいは神田地区に在住の方
で ①三業に従事していた方（料亭等の営業者や芸妓など）
②三業以外の業種に従事していた方 ③客として花街を
利用していた方 ④その他の地域住民を対象に実施し，計
4 回，9 名に協力いただいた（図２）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 対象地の概要 
（１）九段地区 
ａ）概要 
対象地区（図３）の中央には，靖国通りが通っており，
北側には靖国神社が位置している．対象地区の近くには，
東郷平八郎の旧邸宅がある．また，東側には皇居が位置
している．九段下から九段坂を登ったところにあるため，
地元では九段坂上と呼ばれる場合もある．また，多くの
学校，オフィスも集積している． 
研究対象期間には，二度の町名変更が実施されている
（表２）．昭和 8（1933）年または，昭和 13（1938）年は
関東大震災の帝都復興事業の区画整理事業により，二度
目は昭和 41（1966）年の住居表示変更が施行されたこと
によりそれぞれ町名変更している．なお，本文中の九段
地区の町名の呼び方については，言及する時期の名称を
用いる． 
現町名 1933または1938年まで 1966年まで
九段南⼆丁⽬ 富⼠⾒町⼀丁⽬ 九段⼆丁⽬
九段南三丁⽬ 三番町 九段三丁⽬
九段南四丁⽬ 三番町 九段四丁⽬
九段北⼆丁⽬ 富⼠⾒町⼆丁⽬ 九段⼆丁⽬
九段北三丁⽬ 富⼠⾒町三丁⽬三番町，四番町 九段三丁⽬
九段北四丁⽬ 三番町，四番町 九段四丁⽬
表２ 九段地区の町名変遷 5)6) 
表１ 三業・見番の役割 4) 
戦前 戦後 役割
料理屋 料理を準備する．仕出し屋とも呼ばれる．
待合 貸し座敷専⾨で，料理をする場所はない
芸妓が住み，⽣活している場所
芸妓が芸事のお稽古をする場所．
また，待合と置屋の連絡を取り次ぐ．
料亭
芸妓置屋
⾒番
図１ 三業・見番の相互関係 4) 
図２ ヒアリング対象者の概要 
三業以外の業種に従事 三業に従事 
待合 
料理屋 芸妓置屋 
⾒番 
客 
その他の地域住⺠ 
その他の地域住⺠ 
図３ 九段地区の対象範囲 
市ヶ⾕駅 
花街の範囲 
研究の対象範囲 
靖国神社 
客 
待合 
⾒番 
芸妓置屋 料理屋 
予約 
料理 芸妓 
連絡ルート 
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ｂ）九段地区花街の沿革4)5)7)8)9)10)11) 
明治初期，大名屋敷が立ち並んでいたため，麴町の山
の手一帯は荒廃していた．街の賑盛を期待した長岡仁右
衛門氏が斉藤仁兵氏と協力し，靖国神社の馬場裏（現九
段北二丁目）に住んでいた参議・広沢正臣氏に花街の誘
致を働きかけ設立に至った（明治 2 年）．最初期は馬場
裏に花街を構えており，待合が 15軒ほどあった．その後，
靖国神社の社境域拡張に伴い九段南二・三丁目へ移動し
た．しかし，有力な後援者が現れず，さらに花街で内紛
が起きたことにより花街は下火になっていった． 
地元の顔役で侠客の柴田喜太郎氏が花街の不振を案じ，
明治 29 年に私設の見番を開設した．これ以降，花街が発
展していくこととなった．しかし，大正元年に柴田氏が
没すると，落ち着いていた内紛が再燃し紅白の二派に分
かれてしまった．大正 8 年，これを見かねた麴町警察署
長が調停に乗り出し，和解させるとともに九段富士見町
組合が発足し，公の見番が開設された．大正 10 年には組
合事務所が設立された．しかし，2 年後の大正 12 年の関
東大震災により，九段地区は焼失してしまった．組合全
体で復興を図るとともに，九段三業組合と改称した．不
況の時勢のなかにあった昭和 3 年頃には組合で結束を固
め経営の改善に努め，昭和 9 年には 4 階建てとなる九段
三業会館（見番の拠点）が竣工した．戦時色が濃くなる
と企業整備令が公布され，疎開しなかった芸妓たちが見
番や他の場所へ出向いて働いていた．芸妓置屋は軍人の
宿舎としても使われていた．戦後，営業再開の許可がお
りたのは昭和 21 年で，その頃には既に 5,6 軒の料亭・芸
妓置屋が再開していたとされる．その後，戦後のピーク
を向かえたあとは花街の営業数が年々減り平成 9 年に九
段三業会が解散した．  
客層は，戦前は主に，東郷平八郎，山縣有朋をはじめ
とした将校クラスの軍人，近衛兵であった．小説家も利
用しており，永井荷風，菊地寛，直木三十五，三上音吉，
小山内薫，里見弴らが挙げられる．戦後は，政治家，大
手企業，役人などが中心に利用していた． 
（２）神田地区 
ａ）概要 
神田地区の研究対象範囲（図４）は，現在の外神田一
丁目，二丁目，三丁目であり，西は文京区，北は蔵前橋
通り，東は中央通り，南は神田川に囲まれている場所で
ある．対象地内には，神田明神があり，神田明神より規
模は小さいが講武所稲荷も位置している．外神田一，三
丁目は，秋葉原の電気街としての一面も持っている． 
昭和 39（1964）年に住居表示変更実施に伴い，町名が
変更されている（表３）． 
 
 
ｂ）神田地区花街の沿革4)7)8)10)11) 
明治 3 年，人形浄瑠璃薩摩座が旅籠町に移転してくる
と茶屋も同時に移転し開業され芸妓も集まってきた．こ
れが神田地区の花街の始まりである．若松安兵衛が発起
人となり見番が設けられ，旅籠町を中心に発展していっ
た．関東大震災前には，旅籠町を中心に神田台所町，神
田同朋町にまで花街の範囲が広がった．しかし，関東大
震災で下町一帯が火事となり，花街を含め神田地区一帯
が全焼した．復興に際して，芸妓のこれまでの不満から，
待合を除く料理屋・芸妓置屋の二業で花街を再生してい
った．戦時中は，九段地区と同様に芸妓たちは工場派遣
や見番内で勤労奉仕をしていた．戦後は，東京大空襲で
全焼した焼け野原でバラックを建てながら営業を再開し
た．また，戦後花街の中心地が旅籠町から神田台所町，
神田同朋町に移っている．東京オリンピック頃に戦後の
ピークを向かえ，その後規模が縮小していった．組合が
先に解散したあとも，2000 年ごろまでは芸妓がいた．現
在は，「神田川」や「いし橋」といった料理屋が残って
いる． 
戦前の客層は羅紗屋，印刷屋，米屋などの問屋や青果
市場の旦那衆が利用していた．戦後は，政治家が利用し
ていたのはもちろん丸の内の商事会社や造船会社，銀行，
運送会社，役人等も利用していた． 
 
４． 復元図の作成 
（１）時点の設定 
最初に，対象の年代（明治期～現代）を３期間に区切
る．沿革をもとに対象の年代を確認すると，対象地であ
る九段地区，神田地区ともに建築物の転換期が２回あっ
た．一度目は，関東大震災による罹災，二度目は，第二
次世界大戦の戦災による罹災である．そこで，明治期か
表３ 神田地区の町名変遷 6) 
現町名 住居表⽰変更以前の町名
神⽥旅籠町⼆・三丁⽬，神⽥仲町⼀・⼆丁⽬
神⽥花房町，神⽥花⽥町，神⽥相⽣町
神⽥花岡町，神⽥佐久間町⼀丁⽬
神⽥宮本町，神⽥同朋町，神⽥台所町
神⽥松住町
神⽥末広町，神⽥⾦沢町，
神⽥旅籠町⼀丁⽬
外神⽥⼀丁⽬
外神⽥⼆丁⽬
外神⽥三丁⽬
秋葉原駅 
図４ 神田地区の対象範囲 
戦前の花街の中⼼地 
研究の対象範囲 
戦後の花街の中⼼地 
神⽥明神 
講武所稲荷 
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ら関東大震災前を第１期とする（明治元年－大正 12年）．
次に関東大震災後から終戦までを第２期とする（大正 12
年－昭和 20 年）．そして，戦後から今日に至るまでを第
3 期とする（昭和 20 年－現在）．それぞれ，その期間の
中から代表的な 1 時点を抽出する．さらに，第３期（戦
後）は長期間となるため，昭和 35（1960）年を中心に前
後 10 年の変遷を追う．また，昭和 48（1973）年以降は，
三業の営業の収束までを 10 年ごとに辿ることとする． 
（２）使用した資料と復元図の作成方法 
ａ）第１期（大正11年） 
ベースの地図となるのは，東京市及接續郡部地籍地圖
12)である．関東大震災前の詳細な街区の確認は，帝都復
興区画整理誌 13)の現況図を用いた．花街の分布は，大正
11 年 10 月当時の三業（料理屋，待合，芸妓置屋）につい
て記載がある三業名鑑 14)を用いた．よって第一期の復元
時点は，関東大震災直前の大正 11 年である． 
ｂ）第２期（昭和 5年） 
火災保険特殊地図旧 35 区 15)をベースの地図とした．花
街のデータは，昭和 5 年発行の東都芸妓名鑑 7)を用いる．
よって，復元時点は昭和 5 年である．東都芸妓名鑑にお
いて九段地区については，料理屋，待合の屋号とその住
所について，芸妓置屋は屋号と電話番号のみの記載であ
った．神田地区については，三業すべて屋号と電話番号
のみで，住所については明記されていない．そこで住所
を特定するために情報補完作業を行った．火災保険特殊
地図旧 35区上に屋号が直接記載されているものについて
はそれを採用した．なお不明のものについては，三業名
鑑に記載されている電話番号から，東京横浜近県職業別
電話番号名簿 16)を用いて住所を特定した．九段地区のみ，
帝都復興事業の建物移転計画図 17)が入手できたため，こ
れも用いた．これらの作業を行ったため，昭和 5 年の復
元図は他の時点に比べて精度が低い． 
ｃ）第３期（昭和 35 年） 
第３期では火災保険特殊地図千代田区 18)を基に復元図
を作成した．三業の情報は，昭和 35 年度版の商工名鑑 19)
を用いたため，復元時点は昭和 35 年とする．火災保険地
図と商工名鑑に 6 年以上のずれがあるため，東京都全住
宅案内帳 20)を用いて店舗の位置を特定した． 
ｄ）昭和 46 年以降の第３期 
昭和 35 年以降は復元図の作成は行わず，昭和 46（1971）
年に営業していた料亭，芸妓置屋のその後を昭和 48（1973）
年から平成 28（2016）年までの 43 年間を 10 年ごと計 6
時点で確認する．これは，昭和 46 年以降は名鑑が作成さ
れず，花街に関する詳細な情報がないためである．名鑑
の代わりに，建物の名称・屋号・住居者等が確認できる
ゼンリンの住宅地図 21)を用いた．  
 
５． 花街の変遷 
紙面の都合上，これ以降は九段地区についてのみ掲載
する． 
（１）第１期（大正11年）（図５） 
花街を形成する三業は，計 213 確認できた．そのうち
料理屋は 14，待合 98，芸妓置屋 101 であった．特に 2 つ
の敷地に集中して分布している様子が分かる．戦後も同
箇所に集中して分布している．芸妓の数は 333 人であっ
た．なお，この時代は建築物まで特定できる地図がなか
ったため，敷地内にプロットするに留まっている． 
（２）第２期（昭和5年）（図６） 
花街を形成する三業は，計 209 確認できた．そのうち
料理屋は 9，待合 118，芸妓置屋 82（特定できたのは料理
屋 4，待合 53，芸妓置屋 27）であった．この頃の芸妓の
数は 286 人であった．第 1 期と比較し，芸妓置屋が減っ
ているが待合が増えている．これは，芸妓の数は減り，
その一方で客数が増加していることが要因のひとつでは
ないかと推察できる．さらに，4 年後の昭和 9 年には関東
大震災で罹災した見番を 4 階建ての鉄筋コンクリート造
に建て直していることから繁盛していたと考えられる． 
（３）第３期（昭和35年）（図７） 
花街を形成する二業は，計 116 確認できた．そのうち
料亭 59，芸妓置屋 57（特定できたのは料亭 53，芸妓置屋
43）であった．戦災により，九段地区は 1 軒の料理屋（「魚
久」）以外は，焼け野原となったため建物の外形は第２
期と第３期とでは全て異なっている．戦後の芸妓の数は
明らかになっていないが，前後の年（昭和 26 年，昭和 46
年）の花街の営業総数の推移から鑑みると戦後の最盛期
であると考えられる．ちょうどこの頃は，東京オリンピ
ックを控え，かつ高度経済成長期の最中であり，日本経
済が潤っていた時期とも一致する． 
（４）第３期（昭和46年以降） 
一例として九段南 3-7 の変遷の様子を挙げる（表４，図
８）．昭和 35 年は九段南 3-7 内に料亭 2 軒と芸妓置屋 2
軒があった．昭和 46 年までは大きな変化はなく営業を続
けている．しかし昭和 57 年には芸妓置屋であった「梅初
音」は看板を下ろし，その営業主であった方が住んでい
ることがわかる．また料亭の「深水」はとんかつ店に業
種転換し営業を行っている．平成 4 年になると，「深水」
と芸妓置屋の「常盤家」のみを残し，他は全て空き家に
なっている．そして平成 14 年には，9 軒建てられていた
場所が 2 棟のビルに変わっている．同様の傾向は他の九
段地区内や神田地区においても確認できた．これをもと
に昭和 46 年以降の料亭，芸妓置屋が看板を下ろしたあと
の特徴を整理すると次の点が挙げられる．①看板を下ろ
したあと，営業主であった人がその建物に住み続けてい
る．または，業種転換を行い，営業を続けている．②特
に昭和 57 年以降は，料亭や芸妓置屋が数軒建ち並んでい
た場所は同時期に廃業し，ひとつの大規模なビルに建て
替えられるケースが数多く見られた．そして，建て替え
られたビルの名前に昔の料亭等の名前がつけられている
場合もあり，そういった点に花街の片鱗が見られる． 
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（５）まとめ 
分布を確認すると，戦前戦後ともに三業ないし二業は
大通り沿いには分布していないことがわかった．これは，
客の出入りが公になりにくく，会合などに利用しやすく
することと強く関連していたことがヒアリングから確認
できている．密集している箇所はどの年代を通しても同
じであり，関東大震災や第二次世界大戦で罹災し営業主
や屋号が変わっても同じ場所で営業されていることがわ
かる． 
さらに九段地区の花街の営業数の変遷についてまとめ
た（図９）．九段地区では，関東大震災前と昭和一桁が
最盛期であるといえる．その後戦争を経て，戦後のピー
クを迎えるとその後規模を縮小していく．戦後，花街が
戦前ほどの繁栄を見せない点として，児童福祉法により
満 18 歳にならないと芸妓になれなくなった点 ，待合政
治の場としての需要が縮小した点，客層から旦那衆が消
えた点，会社の経費の使途が制限されるようになった点
などが挙げられる．昭和 57 年に多くの料亭，芸妓置屋は
看板を下ろす．平成 4 年には芸妓置屋は 1 軒となってい
る．また営業を続けている料亭も 5 軒に留まっている．
この 5 軒の料亭は花街を利用しない一般客にも需要があ
った店舗である．平成 9 年に三業組合が解散すると，平
成 14 年には料亭 2 軒を残すのみとなる．平成 24 年には，
それらの料亭も看板を下ろし完全に九段地区から花街は
なくなる．平成 28 年現在では，花街建築を 3 軒残すのみ
となっている．以上のことを踏まえると，九段地区の花
街は平成のはじめ頃が終焉期であったと言える． 
 
 
 
 
 
  
図７ 第３時点における花街の分布 
図６ 第２時点における花街の分布 
図５ 第１時点における花街の分布 
表４ 花街の変遷（九段一部抜粋） 
屋号 1951 1960 1971 1973 1982 1992 2002 2012 2016
平川軒
深⽔
千代⽥家
常盤家
梅初⾳
九段3-3
(九段南3-7)
図８ 九段南 3-7 の変遷 21） 
昭和 57 年 昭和 29 年 
平成 4 年 平成 14 年 
図９ 九段地区の花街の営業数 
待合 
料理屋 
芸妓置屋 
料亭 
全体 
（軒） 
（年） 
花街建築
を三軒残
すのみ
 
花街
の設⽴
 
関東⼤震災
 
終戦
 
多くの⼆業
が看板
を下ろす
 
花街
は完全
になくなる
 
組合
の解散
 
料亭⼆軒
を残すのみ
 
芸妓置屋
は⼀軒
・料亭
は五軒
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６． 花街を支える業種間連携とその分布 
（１）業種間連携 
既往研究において花街と関わりを持つ業種は，小間物
屋，履物屋，呉服店，髪結い，楽器店のみの扱いでその
他の業種については言及されてこなかった．これらの業
種はいずれも芸妓に直接的に関係がある業種のみであっ
た．しかし地区内には密接な関係性をもった業種がいく
つもあることがヒアリング調査から判明した．そこで文
献・ヒアリング調査を通して，上記の業種に加え花街で
の接客を支える業種を調査し，地区内の業種間連携がな
されていた点を明らかにした．上記に挙げた業種以外に
も洗張，銭湯を加え，芸事・身だしなみを支える業種と
分類した．さらに，本研究では花街の営業中に客をもて
なすために必要とされた業種についても明らかにし，こ
れを接客を支える業種として分類した．例えば，和洋菓
子店では，営業時間に関係なく午前１時でも電話一本で
お土産を用意し料亭に運んだり，あらかじめ料亭にお土
産を納め，後日精算したりしていた．他にも，ハイヤー
／タクシーや喫茶店といった業種もこれに分類した．さ
らに日常を支える業種は一つの地区に多くの芸妓が集ま
って住んでおり，地区内の経済に影響を与えていたとい
う点を考慮して地区内業種間連携という枠組みに加えた．
肉屋，魚屋，青果店などがこれに分類されている（表５）． 
なお，地区と料理屋との連携については文献・ヒアリ
ングともに得られたデータが少ないため，概念図に取り
込めていない．しかし，ヒアリング調査のなかで，料理
屋は市場等に直接買い付けに行っていたことが分かって
おり，地区以外にも関係があったことが分かっている． 
 
（２）実空間上における分布 
（１）で提示した業種間連携について実際の営業数の変
遷（図 10）と分布（図 11,図 12,図 13）を確認した．紙
面の都合上，九段地区についてのみ提示する． 
昭和 26（1951）年には，花街とそれを支える業種が地
区全店舗の 7 割近くを占めている．さらに分布を確認す
ると，花街の内部と花街により近い場所に多く花街を支
える業種が位置していることが読み取れる．これは戦後，
花街の営業はいち早く再開されたこと，それに伴い料
亭・芸妓置屋の二業に従事していた人が地区に多く住み
始めたことにより需要が生まれ，花街を支える業種も再
開されたが影響していると考えられる．このことは，地
区の戦災復興は早期に進んだというヒアリング結果から
も裏づけられる．よって，九段地区の早期の復興は花街
なしでは成しえなかったと言える． 
昭和 35（1960）年は，花街の戦後の最盛期であり，そ
れに伴い接客，芸事・身だしなみを支える業種に含まれ
る営業数が昭和 26 年と比較し増加している．これは，芸
妓置屋の数が増加していることから芸妓数も増加したと
考えられ，地区内での需要が高まったことが一因ではな
いかと推察できる．一方，芸妓の日常を支える業種は，
地区内の全体的な営業数としては減少している．しかし，
実際の分布を確認すると地区内の花街から距離があると
ころは，昭和 26 年と比較し減少しているが，花街の内部
はほぼ横ばい，花街と近い場所は数軒であるが増加して
いることがわかった． 
昭和 46（1971）年になると，二業の総数が減り地区に
占める割合も 2 割を切る．一方で，花街と連携を持たな
いその他の業種が急増し，過半数を占める．分布におい
ても花街の内部に，花街と関係をもたないその他の業種
が入り込み，料亭・芸妓置屋の密集が見られなくなる．
接客を支える業種は増加しているが，これは喫茶店が急
増することが影響している．喫茶店の増加の理由の一つ
に，その他の業種である事務系の業種が増えて地区の中
心となる業種が変化したことが挙げられる． 
（３）まとめ 
全ての年代を通して，大通り沿いには花街を支える業
種が，その内側には料亭・芸妓置屋が多く分布し地区を
形成していることが言える． 
営業数，分布を合わせて読み取ると，一部を除いて花
街の営業総数の増減に合わせて，花街を支える業種の計
業数も増減することがわかった．昭和 35 年までは花街と
それを支える業種が地区の中心であった．しかし，昭和
46 年になると関わりを持たないその他の業種が急増し，
地区の営業数における二業の割合が小さくなると連携す
る業種の営業総数が縮小し，花街が地区に与える影響が
少なくなっていった．以上より，花街は二業のみで成立
していたわけではなく，花街を支える業種とともにあっ
たという実態が明らかになった． 
 
表５ 業種間連携の概念 
役　割 　内　容
＜待合（料亭）や芸妓が仕事をする上で⽋かせない業種＞
・ ハイヤー/タクシー：
　　客の送迎等で⽤いられた
・ 喫茶店　　　　　 ：
　　芸妓が客と同伴で待合(料亭)へ⾏く前に利⽤された
・ 和洋菓⼦店　　 ：
　　客が接待客へ渡すお⼟産を待合(料亭)側が
　　⽤意する際利⽤された．⽇持ちするお菓⼦に
  　ついてはあらかじめ料亭に納めておき，後⽇使った分を精算していた
＜主に芸妓の芸事・⾝だしなみを整える上で⽋かせない業種＞
・ 呉服屋・下駄・⼩間物：
　　芸妓の⾝の回りのものを揃える際に利⽤していた
・ 洗張：
    和服専⾨のクリーニング屋で着物の⼿⼊れの際に利⽤されていた
・ 楽器（琴,三味線）：
    芸に⽤いられていた楽器等を購⼊，メンテナンスして
    もらっていた．メンテナンスは芸妓置屋に直接出向いて
    もらうこともあった．
・ 髪結い・美容院：
    芸事の前に⽇本髪等にセットしてもらう．
・ 銭湯：
    髪結い,美容院では髪の⽑を洗う場所が無かったこと，
    芸妓置屋では芸妓がおふろを使えなかっためである
　 　お座敷仕事の前に利⽤していた．
＜ 芸妓が芸妓置屋で⽣活する上で⽋かせない業種＞
・ ⾁屋，⿂屋，⻘果店，酒屋，
　 精⽶店，卵屋，乳製品，荒物屋，蒲団屋
接客を
⽀える業種
芸事・⾝だしなみ
を⽀える業種
⽇常を
⽀える業種
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７． まとめ 
（１）結論 
本研究では，残存しない九段，神田地区の花街を対象
に文献・ヒアリング調査を通して次の 2点の結論を得た． 
① 明治期～現在を 3 期に分け，そのうち 3 時点を抽出
し復元図を作成した（大正 11 年，昭和 5 年，昭和 35
年）．それをもとに，三業の分布を確認し，さらに
昭和 35 年以降の花街の変遷を追い，考察を行った． 
② 花街とその他の業種との連携について提示した．そ
れらの業種の空間上での変遷と分布について考察を
行った． 
（２）今後の研究課題 
本研究で入手できなかった戦前の小路の様子が読み取
れる地図や戦後の芸妓数について記載されている名鑑な
どの文献を集め，より正確で詳細な花街があったころの
様子をまとめていくことが課題として挙げられる．  
（３）歴史研究の意義 
最後に，本研究の成果に加えて地域史の保存の課題を
挙げながら今後の展望について考察する． 
2017 年 2 月現在，九段地区には花街で使用されていた
建築が 3 軒残存しているが，うち 1 軒は所有者が亡くな
り，すでに取り壊しが決定している．また，地域全体に
目を向けると，九段の芸妓衆によって奉納された祭事の
際の神酒所を飾る幕（写真１）や靖国神社南門の手水舎
（写真２，３）など現在でも使用されており，花街が地区
にあったという証を随所で見つけることができる．しか
し，これらは一部の限られた人にしか知られていない．
花街の特性上，地区の歴史は公に語られることが少ない
まま，失われようとしている．こうした地域史を共有財
産としてつなぎとめ後世に継ぐべきであると考える． 
その観点から，ヒアリング調査の重要度は非常に高い．
しかし個人の記憶では限界があり，詳細な年など不確か
な部分もある．よって本研究で実施したように，文献調
査等による正確な情報をヒアリング調査に先立って確認
しておくことにより鮮明な地域史が浮かび上がる． 
今後，本研究の成果をもとに地域住民を対象にヒアリ
ングを実施し，さらに詳細な事実を拡充させ記録する必
要があると考えられる． 
図 13 昭和 46（1971）年の店舗分布（九段地区） 写真１ 神酒所を飾る幕 22) 
図 11 昭和 26（1951）年の店舗分布（九段地区） 
図 12 昭和 35（1960）年の店舗分布（九段地区） 
図 10 九段地区の業種別営業数変遷（昭和 26,35,46 年） 
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本研究は平成 28 年度千代田学「千代田区デジタルアトラ
スの活用～歴史文化と賑わいに関するコンテンツ充実～」
の助成を受けて実施したものである． 
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写真２ 靖国神社の手水舎（全体） 
写真３ 三業組合より奉納された旨が記されている 
